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可動電極型マイクロツールの開発と
力学的細胞カップリング・融合への挑戦
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バイオチップ内で細胞に電気・力学刺激を同時に行うには？

1. Background 2. Movable electrode type microtool

① 透明帯除去 ② 除核 ソ ング ③ カ プリング ④ 融合

クローニングのためのオンチップ
卵子自動操作プロトコル(Arai et al., 2005)

ヒトは顕微作業において卵子を押しつけながら

プ グ 合 力学刺激に着目
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ウシ卵子を用いたカップリング・融合実験

卵子

マイクロツール

3. Simulation/Experiment

4. Conclusion/Future work

電界が均一的に集中する効果を確認
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ドナー

○ 融合率向上のための電極形状・電圧印加条件の最適化
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② ④

電極の通電を確認・力学的カップリングを達成

○ 融合率向上のための電極形状 電圧印加条件の最適化
○ ヒトによる手法との成功率比較，融合後の発生率の評価
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